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第34回神奈川県臨床細胞学会学術集会を終えて 

 

横浜市立大学附属病院産婦人科 部長 宮城悦子 

 

 

 秋晴れの平成２７年１０月３日（土）１３：００より、相模原南メディカルセ

ンターにおいて、第34回神奈川県臨床細胞学会の学術集会長を努めさせていただ

きました。横浜市立大学産婦人科

（実行委員長 佐藤美紀子准教授）

と病理部スタッフの全面的なサポ

ートをいただき、医師会員52人、技

師会員138人、計190人の出席を得て

盛会裡に学会を終えることができ

ました。 

教育講演には「胆・膵領域の細胞

診と臨床～膵臓EUS-FNAを中心に～」

というまさに細胞診断学の最もホ

ットな話題について、日本の第一人

者の大阪府立成人病センター病理

細胞診断科の竹中明美先生をお招

きし，会長講演では「日本の子宮頸

がん予防の将来を考える」のタイト

ルで、子宮頸がん検診と予防ワクチ

第 34 回神奈川県臨床細胞学会学術集会が横浜

市立大学附属病院産婦人科部長 宮城悦子会長

のもとに開催されました 



ンの問題点について、話題提供をさせていただきました。そして抄録号表紙には、

横浜市立大学附属病院の外観を使用しました。 

 

本学会はこれまで神奈川県の臨床細胞学を牽引してきた諸先輩が学術集会長

となられてきた伝統あるものです。また、私自身が細胞診専門医となってから20

年目の節目の年にあたり、まさに本学会が細胞診専門医としての私を育ててくれ

たことを実感した一日となりました。また、その間の病理・細胞診の診断基準や

疾患概念の変遷などを11題の一般演題と教育講演、スライドカンファレンスを拝

聴しながら感慨深く思い起こしました。各演題に対して大変濃厚な質疑応答とデ

ィスカッションが行われたことと、若手の会員が多数参加され学術集会を盛り上

げて下さったことから、本学会の将来の発展の可能性を強く感じました。 

最後に、本学会開催にご尽力いただいたすべての関係者の皆様に改めて厚く深

く御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

  



IAC International Cytotechnologist of the year 2014-2016 

The International Cytotechnologist of the Year Award is given yearly 

to a Cytotechnologist of exceptional merit honouring a life long 

dedication to teaching, research and service in cytology. Recipients receive 

a gold medal and an honorarium.  The 

Award has been given since 1975 to 32 recipients from 14 countries. The 

2014, 2015 and 2016 Awards were presented at the opening ceremony of the 19th 

International Congress of Cytology held in Yokohama, Japan, May 2016. Presenting the Awards 

was Prof. Shirley Greening, Chair of the International Awards Committee Jury.   

Cytotechnologist of the Year 2016 

Hitoshi Itoh, PhD, CFIAC 

For his Exceptional Contributions to National and International Cytology Practice in the Areas 

of Research, Education, and Professional Development. 

 

http://www.cytology-iac.org/the-iac-awards/iac-international-cytotechnologist-of-the-year-2014-2016 

  



日本臨床細胞学会技師賞を 

本会会員の松井氏が受賞されました 
 

本会会員である松井成明（日本鋼管病院）さんが日本臨床細胞学会技師賞（学術部門）

を受賞されました。受賞式典は平成２８年５月２８日 第５７回 日本臨床細胞学会総

会 春期大会で行われました。 

  

 

 

 

◇◇ お知らせ ◇◇  

平成２６年より本会の名称が変更になりました。  

日本語名称：神奈川県臨床細胞学会  

英語名称：Kanagawa society of clinical cytology 

 



神奈川県臨床細胞学会事務局変更のお知らせ 

神奈川県臨床細胞学会事務局は、平成28年4月1日より神奈川県立がんセンター医療技術部検査科

病理内に変更となりました。つきましては、連絡先等が以下の通りとなりますのでご周知の程よろし

くお願いいたします。 

平成28年4月吉日 

神奈川県臨床細胞学会 

会長加藤久盛 

記 

 

１．新事務局について 

〒241-8515神奈川県横浜市旭区中尾2-3-2 

神奈川県立がんセンター医療技術部検査科病理内 

電話番号045-520-2222(内線3624)PHS 5142 

FAX 045-520-2202 
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